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研究成果の概要（和文）：本研究は映画学と認知心理学の議論を融合し、映画視聴時における観客の視線と注意
の特徴を実証的かつ理論的に考察した。アイトラッカーを使い、映画におけるさまざまな演出や編集技法が実際
の観客の視線移動とどのように関わっているのかを、アイトラッカーを使って考察した。また、映画研究におけ
る近年のアイトラッキングを活用した研究を、映画研究の歴史の中に位置づけ直す作業も行った。映画研究にお
ける注意の研究は1916年のミュンスターバーグによる研究にはじまり、1980年代のボードウェルによる認知主義
的映画研究を経て、2000年代以降のアイトラッキング研究へとつながっていることを歴史的に位置づけた。

研究成果の概要（英文）：Trying to merging film studies and cognitive psychology, this study examined
 viewers attention during seeing movies. This study inquired the relationship between film 
directors' expressions and viewers trajectories of attention during watching movies by using eye 
tracking device. And this study also historicized the research of viewers' attention within the 
history of film studies. This study summarized that this kind of research started with Hugo 
Munsterberg in 1916 and developed by David Bordwell in the 1980s with his cognitive approach. Then 
some film scholars began to utilize eye tracker from the 2000s to reconfirming what film directors 
practiced for a long decade.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の意義は、映画学と認知心理学を融合した新しい研究分野を日本で開拓した点にある。本研究は映画監督
やスタッフが長年の経験で洗練させてきた表現技法や編集技法の有効性や特徴を、アイトラッカーを使って実証
的に検証することができた。本研究ではまだ初歩段階の検証に過ぎないが、今後の共同研究によってより説得力
のある議論を蓄積できるだろう。もうひとつの意義は、本研究を通じて、映画研究における観客の注意や視線誘
導に関する技法を映画研究史的な視点から振り返った点である。このことによって1916年のミュンスタ―バーグ
による議論から現在まで、常に映画における注意の議論が重要な論点になってきたことが確認できた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 人間の視覚的注意の問題は、120 年以上の歴史を持つ映画にとっても、また心理学においても 
常に重要な問題であり続けてきた。映画はさまざまな表現や編集の技法を駆使することで、観客
たちの注意を誘導しようと試みてきた。しかしそれらふたつの専門領域の研究蓄積は遊具する
ことはほとんどなく、それぞれ独自に進められてきたのが現状である。しかし 1990 年代以降、
アイトラッカーが認知心理学における視線特定研究に積極的に活用されはじめると、ヨーロッ
パでは映画学者と認知心理学者が共同で、映画を見る時の視聴者の視線移動の特徴を解明しは
じめ、大きなインパクト世界の研究者に与えた。 
 本研究は日本でも映画学者と認知心理学者が互いの知識と経験を持ち合い、積極的に領域融
合的な研究を行いことで、新たな研究分野を開拓することができるのではないかと想定した。 
 
２．研究の目的 
本研究課題は、映画をはじめとする映像を見る観客の視線運動と視覚的注意が、映画作品にお

ける映像表現や演出とどのように連関しているのかという点について、映画学と認知心理学が
蓄積してきた方法論や概念を融合させつつ、アイトラッカー（視線測定器）を活用しながら実証
的に解明することを目的とする。研究目的に合致する映像作品の一場面を実験参加者に見せ、視
聴中の視線運動（停留点、停留時間、サッカードなど）をアイトラッカーで測定するとともに、
さまざまな条件設定のもとで同種の視線実験を行ってデータを統計解析することを通じて、実
験参加者が映像を見るときの注意の特徴と映像の演出効果や映像表現の特徴との相関関係を分
析する。これらの実験を通じて、映像製作者が 120 年以上にわたり洗練させてきた表現・演出 
テクニックの効果や機能の特徴と意味を、科学的・実証的に分析・検証するきっかけを与えてく
れるだろう。 
 もうひとつの目的は映画学と心理学における注意問題の研究の系譜を連関ささせて総合的に
考察することにより、あらたな視覚的注意に関する研究史の開拓を目指すことである。映画研究
のはあ、1916 年に応用心理学者のヒューゴー・ミュンスターバーグが『映画劇においてはじめ
て注意を映画表現の特徴だと定義した。『映画劇』は 1979 年まで話据えられた書物になってい
たが、1970 年代以降の映画の現代化と映画学隆盛によって、再び注目され、いまでも映画理論
アンソロジーに必ず掲載されるほどの注目度である。ミュンスタ―バーグを現代の資源から再
評価することで、映画学と認知心理学の接点をさぐり、今後の共同研究をきっかけを生み出した
い。 
 
３．研究の方法 
 アイトラッカーを活用した視線融合の特徴については、リュミエールの初期映画や小津安二
郎監督『彼岸花』などの一場面を活用し、実験を行った。優位な結果が残念ながらでなかったが、
小津が画面の細部にはで意識を集中さえてセットや小道具、俳優やエキストラの動きをコント
ロールしていたことが明らかになった。 
 また理論的には、初めての心理学的映画理論を発表したヒューゴーミュンスタ―バーグ『映画
劇』における注意の問題を再考し、ミュンスタ―バーグは受動的注意と能動的注意を分けて映画
における注意の表現を考察していたことが分かった。 
 
４．研究成果 
 一部のプロジェクトメンバー日本心理学会第 78回大会において「映画における恐怖表現 
本年度は映画学および認知心理学におけるアイトラッキングを活用した先行研究文献を収集

し、その課題や問題点を確認するとともに、共同研究者の松本氏が現在保有しているアイトラッ
カー機材を活用して、試行的な実験を実施した。また愛媛大で眼球運動の専門家と意見交換し、
本プロジェクトにもっとも適したアイトラッカーやソフトウェアについて検討することができ
た。次年度は適切なアイトラッカーおよびソフトウェアを購入し、映画作品の場面を使ったアイ
トラッキングの実験を開始する予定である。具体的には映画監督の演出（フレームの中のすべて
の要素をコントロールすること）が、実際の映画観客の視線移動とどのようにかかわっているの
かを実証的に解明する実験である。これまで研究代表者は小津安二郎監督作品『彼岸花』（1958）
のある場面において、実際に観客が背景に意図的に配置されている 3人の通行人を見るのか（あ
るいは通行人を認識していたか）を実験したことがあるが、次年度はさらに実験対象とする場面
を増やすとともに、比較対象として同じ映像で異なる条件の映像を作成し、実験の精度を高めた
い。 
2 年目は最終年度であり、映画学におけるアイトラッキングを活用した研究とその研究史的な

背景について研究を進めることができた。具体的には、Tobii 社のアイトラッカーを活用し、動
画視聴時のアイトラッキングと映画作品におけるさまざまな演出や編集との関係を調査した。
それらの成果は、「ヒューゴー・ミュンスターバーグの遺産と認知主義的映画研究」という論文
（2020 年刊行予定の書籍に分担執筆したもの）となった。論文では、ミュンスタ―バーグが 1916
年に刊行した映画理論書『映画劇――心理学的研究』において、映画における注意表現を「能動
的注意」と「受動的注意」に分けて考察したが、これは現代の心理学における「トップダウン型
注意」と「ボトムアップ型注意」に対応するものである。1980 年代になると、認知主義的映画論
を展開するディヴィッド・ボードウェルは『フィクション映画における話法(ナレーション)』（一



九八五年）において、映画観客は、映画を見る直線的なプロセスのなかで、映画が観客に提供す
るきっかけ(キュー)を積極的に読み取り、組み立てながら物語を理解してゆくという映画理解
を基盤にして映画のスタイルの研究を行ったが、ボードウェルの映画理解は、映画が提供するす
べての「きっかけ」に能動的注意を向けて認知し、物語の意味を順番に組み立ててゆくことがで
きるような「理想的な観客」を前提とした理論（仮説）である。2000 年代以降に推進された映画
視聴時の視線測定研究は、観客の注意と映画の演出の関係を、実験に基づいた生理学的・認知心
理学的なデータによって検証するようになり、ボードウェルの議論をより精緻に検証すること
ができるようになった。 
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